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思うことはないですね。
　田野邊　制度もすごく整っています
よね。
　遠藤　そうですね。
　田野邊　イーピーエスでは、産休明
けの方は時短勤務の制度を実際に多く
の方が利用していますし、フレックス
タイム制度も導入されています。また、

在宅勤務制度も一般的でどのよ
うな職種でも日常的に活用され
ています。パソコンでほとんど
の業務が完結できるので、週に
１回など会社が認める頻度にお
いて自宅で業務を行うことがで
きます。

　――どういった部分が大変だなと感
じますか。
　田野邊　モニター業務の中でも人に
よって大変だと思う部分が違うかもし
れません。私の場合は細かい作業が苦
手なんですよね。契約書に書いてある
内容に間違いがないかしっかりチェッ
クする際は、特に注意するよう心がけ
ています。
　遠藤　担当プロジェクトでは今がち
ょうど繁忙期で、業務量が多く大変と
感じることもあります。また、仕事の
進み具合を見て、相手がどんな方かを
考えながら業務をこなすことが大変で
す。ただそこが一番の成長のポイント
かなって思います。
　田野邊　モニターが発する言葉の重
みも、常に意識しなければなりません。
病院の方が被験者さんの対応をする際
には、モニターからの伝達通りに行う
こともあるので、モニターの伝達に間
違いがあると、いろんなところに派生
して迷惑がかかってしまうと思いま
す。
　村上　モニターのお仕事は製薬企業
と医療機関の間で仲介をしながら仕事
をしていくので、双方のやり取りって
いうのが発生するのですが、調整がと
ても難しいなと思います。いろんな方
がいらっしゃるので、どんな場でもコ
ミュニケーションが難しいなって感じ
る時もあります。
　――ＣＲＯで働いている方は会社内
でのコミュニケーションが多く、病
院のスタッフの方たちと話す機会が
少ないイメージを持っていましたが、
働く上でコミュニケーション力が必要
だと感じました。皆さんはもともと、

人とお話しするのは得意でした
か。
　村上　得意かと言われるとち
ょっと難しいですけど、人と接
することは好きです。コミュニ
ケーションを取ろうとする人と
そうでない人は、性格的なもの
に起因すると思うのですが、そ
ういった方は、ちょっと語弊があると
失礼ですけども、少し苦労されている
方もいらっしゃるかなという印象はあ
ります。
　田野邊　これも語弊があるかもしれ
ませんが、おしゃべりな人だったらい
いかと言われたらそうでもなくて。間
違ったことを言ってはいけない状況

で、自分の気分で思いつくまま話して
しまうと、様々な方に迷惑が掛かって
しまいますね。相手の状況をよく確か
めて、相手が求める情報を正しくお話
しするような丁寧なタイプだと、普段
はおとなしいと思われるような方でも
逆にモニターに向いているかもしれな
いですね。

　――ＣＲＯに就職するにはどのよう
な準備をする必要があるのか、また、
どのような学生がＣＲＯに向いている
のかなどのお考えをお聞かせくださ
い。
　村上　コミュニケーションがきちん
ととれる後輩だと一緒に仕事していて
やりやすいですし、スムーズに進むの
ではないかなと思います。コミュニケ
ーションもそうですし、スケジュール
を組み、期限内に仕事を終わらせるこ
とが必要なので優先順位をつけて、何
から終わらせていくかという考え方を
持って物事に取り組むことが大切なの
ではないでしょうか。
　遠藤　コミュニケーション力と誠実

さを持った方が向いていると思いま
す。臨床試験のデータを改ざんしてし
まうのはあってはいけません。また、
業務の中でミスをしてしまうこともあ
るので、心から謝ることができる人で
なければなりません。誠実さが必要だ
なと思います。あとは、勉強熱心な後
輩がいいなと。教えられたことだけじ
ゃなくて、積極的に行動できる人がい
いなと思いますし、自分にも必要だな
と思います。
　田野邊　ＣＲＯでは物事を進めてい
くうえで、様々なことを決めていかな
ければなりません。その際、相手の気
持ちや立場、発言の背景を汲み取れる
「洞察力」が必要だと思います。相手

のことを考えて、妥協点を見つけられ
るとうまくいくことが多いので、そう
いったところを学生のうちから意識し
ておくとよいのではないでしょうか。
　――最後に学生にメッセージをお願
いします。
　村上　医薬品等を世の中に出すとい
う社会貢献ができている実感はとても
あります。そこまでの道のりは長いの
ですが、自分が携わった試験の開発薬
剤が無事承認され、患者さんが実際に
使っていることを聞くと本当に頑張っ
てよかったなと感じます。そのような
気持ちを感じられるというのは、CRO
の醍醐味であり、魅力だと思います。
　遠藤　世に出てない薬が患者さんに
投与され、それが開発につながり承認
まで携われるところが、素敵な点だと
思います。
　田野邊　モニターの仕事は治験デー
タの小さな積み重ねの繰り返しにはな
りますが、開発薬剤が医薬品として世
の中に出たときに、一番臨床現場に近
いところで仕事をしていたのは自分な
んだって感じます。「この薬本当に効
くと思うから、期待してるよ」と言わ
れるとやりがいを感じますね。世に出
てない薬の有効性や安全性を間近に感
じることができることは、モニターの
やりがいだと思います。

コミュニケーション力と
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